
『
芸
備
医
事
」
の
複
刻
事
業
は
平
成
九
年
十
一
月
十
五
日
に
終
了

し
た
の
で
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

本
誌
は
芸
備
医
学
会
の
機
関
誌
で
あ
る
。
平
成
八
年
は
広
島
医

学
会
の
前
身
で
あ
る
芸
備
医
学
会
が
創
立
さ
れ
て
百
年
の
記
念
す

べ
き
年
に
あ
た
る
。
こ
の
機
に
本
誌
の
完
全
複
刻
保
存
の
声
が
あ

り
、
調
査
し
て
は
じ
め
て
全
巻
不
揃
い
と
い
う
事
実
を
知
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
創
刊
号
か
ら
五
五
五
号
の
終
刊
に
至
る
迄
集
め
る

可
く
、
広
島
県
医
師
会
を
は
じ
め
と
し
て
、
急
拠
、
有
志
の
支
援

協
力
を
得
て
、
こ
の
複
刻
事
業
が
発
足
し
た
。
比
較
的
短
期
間
で
、

困
難
が
予
想
さ
れ
た
こ
の
事
業
が
完
成
を
み
た
こ
と
は
、
関
係
機

関
、
組
織
の
積
極
的
な
活
動
、
後
援
が
あ
っ
た
こ
と
を
感
謝
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

明
治
二
十
九
年
本
誌
創
刊
号
に
「
芸
備
医
事
を
発
行
す
る
の
趣
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「
芸
備
医
事
」
の
複
刻
事
業
に
つ
い
て

○
江
川
義
雄
・
中
川
和
夫

旨
」
に
は
、
前
哲
の
偉
業
を
報
復
し
て
、
郷
土
の
医
事
の
進
歩
、

将
来
へ
の
期
待
へ
の
意
志
を
世
上
に
発
表
す
る
も
の
で
あ
る
、
と

し
て
い
る
。
内
容
と
し
て
は
、
内
外
の
学
術
紹
介
、
医
療
情
報
を

紹
介
し
て
い
る
が
、
特
に
医
の
倫
理
、
医
権
、
医
学
の
歴
史
に
つ

い
て
は
、
毎
号
の
よ
う
に
特
集
掲
載
し
て
、
医
人
を
啓
発
す
る
点

多
く
、
綜
合
雑
誌
と
し
て
は
格
調
高
く
、
先
駆
的
な
も
の
で
あ
っ

て
、
そ
の
故
に
全
国
的
に
高
い
評
価
を
え
た
と
い
え
る
。

昭
和
十
五
年
に
は
富
士
川
瀞
の
逝
去
や
国
内
出
版
事
情
の
悪
化

な
ど
に
よ
り
、
昭
和
十
七
年
に
は
、
四
十
七
年
間
の
出
版
活
動
の

幕
を
と
じ
た
。
戦
後
は
、
広
島
の
医
学
会
は
、
芸
備
医
学
会
の
伝

統
を
継
承
し
て
、
広
島
医
学
会
と
し
て
再
生
す
る
に
至
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
機
関
誌
名
は
「
芸
備
医
事
」
よ
り
「
広
島
医
学
」
と

な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
現
在
に
至
っ
て
も
『
芸
備
医
事
』
を
求

め
る
声
が
衰
え
ず
、
本
書
の
価
値
は
不
滅
で
あ
る
こ
と
を
知
る
の

で
あ
る
。

本
誌
創
刊
事
業
に
か
か
わ
っ
た
呉
秀
三
、
富
士
川
瀞
、
尼
子
四

郎
、
三
宅
良
一
の
代
表
者
を
は
じ
め
、
理
事
、
幹
事
の
先
人
達
は

日
本
医
史
学
会
設
立
や
運
営
に
尽
力
し
た
功
労
者
で
あ
る
こ
と
も

本
書
の
存
在
意
義
を
再
認
識
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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『
芸
備
医
事
」
の
複
刻
製
本
作
業
に
際
し
て
は
、
一
年
分
を
一
冊

に
ま
と
め
、
サ
イ
ズ
は
原
本
で
は
一
部
不
揃
い
の
も
の
も
Ａ
４
判

に
統
一
製
本
し
た
。
原
本
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
し
、
永
久
保

存
を
目
標
と
し
た
。
複
製
本
書
の
今
一
つ
の
特
質
と
し
て
は
、
使

用
紙
が
ア
オ
雁
皮
紙
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
紙

質
は
従
来
使
用
紙
と
異
な
り
、
紙
幣
紙
と
同
様
、
酸
化
変
性
し
難

い
も
の
で
、
永
年
使
用
、
保
存
に
耐
え
る
特
性
を
備
え
、
ボ
ロ
ボ

ロ
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
原
本
に
比
較
す
る
と
、
全
く
豪
華
な
体

裁
に
再
生
し
て
い
る
。
従
っ
て
紙
が
う
す
く
、
軽
い
重
量
で
、
運

搬
移
動
も
容
易
で
、
こ
れ
か
ら
の
コ
ピ
ー
作
業
を
し
て
も
、
製
本

は
崩
れ
な
い
堅
牢
さ
も
あ
わ
せ
も
っ
て
い
る
。
そ
の
観
点
か
ら
し

て
も
、
本
書
の
内
容
と
共
に
、
今
回
「
芸
備
医
事
複
刻
版
」
は
複

製
本
技
術
に
貴
重
な
役
割
を
果
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
創
刊

事
業
運
営
面
か
ら
回
顧
す
れ
ば
、
そ
の
継
続
に
数
多
く
の
苦
難
の

あ
と
が
偲
ば
れ
る
。

弱
冠
三
十
余
才
で
あ
っ
た
発
刊
時
の
代
表
者
と
し
て
の
呉
秀

三
、
富
士
川
瀞
、
尼
子
四
郎
、
三
宅
良
一
は
一
年
余
に
し
て
尼
子

を
残
し
、
三
名
は
渡
欧
滞
独
す
る
に
至
る
。
主
幹
格
の
呉
、
富
士

川
長
期
出
張
中
、
尼
子
は
編
集
者
と
し
て
の
重
責
を
果
し
て
い
る

が
、
そ
の
活
動
を
強
力
に
支
援
し
た
理
事
、
幹
事
の
尽
力
も
特
筆

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

運
営
上
経
済
的
危
機
に
遭
遇
す
る
や
、
役
員
達
の
寄
附
行
為
も

あ
り
、
殊
に
富
士
川
浦
の
影
の
人
物
と
評
さ
れ
た
小
田
平
義
は
私

財
を
注
ぎ
こ
ん
で
刊
行
を
継
続
さ
せ
て
い
る
。

本
誌
も
終
刊
に
近
づ
く
と
、
紙
面
の
質
、
量
共
に
低
下
が
み
ら

れ
、
内
容
も
社
会
医
学
的
傾
向
と
な
り
、
創
刊
期
に
み
ら
れ
た
多

彩
に
し
て
、
歴
史
的
内
容
も
姿
を
消
し
て
く
る
。
こ
の
最
終
号
の

編
集
者
は
尼
子
富
士
郎
と
な
っ
て
い
て
、
幹
事
は
十
三
名
、
そ
の

う
ち
、
最
近
ま
で
活
躍
さ
れ
て
い
た
西
丸
和
義
、
佐
藤
美
實
、
吉

益
脩
夫
の
名
が
み
え
る
。

『
芸
備
医
事
』
の
原
本
は
刊
行
百
年
に
し
て
復
活
し
て
、
そ
の
文

化
的
遺
産
は
医
学
界
の
み
な
ら
ず
、
広
く
歴
史
々
料
と
し
て
、
永

年
史
家
に
重
用
さ
れ
る
可
く
、
広
島
県
立
文
書
館
に
寄
贈
・
保
管

さ
れ
る
に
至
っ
た
。

（
広
島
支
部
）
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